
(57)【要約】

【課題】電子機器の電源ボタンの部分の静電耐圧を上げ

ることを目的とする。

【解決手段】電源ボタン１１は、電源ボタン本体１１ａ

と、四角の帯形状のフランジ部１１ｂとを有し、このフ

ランジ部１１ｂのＸ２側に電源ボタン本体１１ａの周面

に沿う溝部１１ｃが形成してある形状である。フロント

パネル１２は、その開口１２ａの縁に沿って、Ｘ１方向

に突き出た、四角枠形状の囲いリブ部１２ｂを有する形

状である。溝部１１ｃと囲いリブ部１２ｂとが嵌合して

おり、隙間１５は長い距離Ｌ２を有し、静電耐圧は高く

なる。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 電 気 絶 縁 性 で あ る パ ネ ル と 、 電 気 絶 縁 性 で あ り 、 前 記 パ ネ ル の 開 口 に 嵌 合 し て あ る 操 作
部 材 と を 有 す る 電 子 機 器 に お い て 、
　 前 記 操 作 部 材 は 、 操 作 部 本 体 と 、 該 操 作 部 本 体 よ り 張 り 出 て い る フ ラ ン ジ 部 と を 有 し 、
且 つ 前 記 フ ラ ン ジ 部 の う ち 前 記 パ ネ ル に 対 向 す る 面 に 、 操 作 部 本 体 の 周 囲 に 沿 う 溝 部 が 形
成 し て あ り 、
　 前 記 パ ネ ル は 、 そ の 裏 面 に 、 前 記 開 口 の 縁 に 沿 う 囲 い リ ブ 部 を 有 し 、
　 前 記 操 作 部 材 は 、 そ の 操 作 部 本 体 が 前 記 パ ネ ル の 囲 い リ ブ 部 の 内 側 に 嵌 合 し て お り 、 且
つ 、 そ の 溝 部 が 前 記 パ ネ ル の 囲 い リ ブ 部 に 嵌 合 し て い る 構 成 と し た こ と を 特 徴 と す る 電 子
機 器 の 静 電 気 放 電 対 策 構 造 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 電 子 機 器 の 静 電 気 放 電 対 策 構 造 に お い て 、
　 前 記 操 作 部 材 は 、 前 記 フ ラ ン ジ 部 の う ち 、 前 記 パ ネ ル に 対 向 す る 面 よ り 更 に 外 側 に 張 り
出 す 張 り 出 し 部 を 有 し 、
　 前 記 張 り 出 し 部 は 、 前 記 パ ネ ル の 裏 面 に 対 向 す る 構 成 と し た こ と を 特 徴 と す る 電 子 機 器
の 静 電 気 放 電 対 策 構 造 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 電 子 機 器 の 静 電 気 放 電 対 策 構 造 に 係 り 、 特 に 電 子 機 器 の フ ロ ン ト パ ネ ル の 操 作
部 材 の 部 分 に お け る 静 電 気 放 電 対 策 構 造 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 図 ６ は 従 来 の 電 子 機 器 の 電 源 ボ タ ン の 付 近 の 構 造 を 示 す 。 １ は 電 源 ボ タ ン 、 ２ は フ ロ ン
ト パ ネ ル 、 ３ は プ リ ン ト 回 路 基 板 、 ４ は 電 源 ス イ ッ チ で あ る 。 電 源 ボ タ ン １ 及 び フ ロ ン ト
パ ネ ル ２ は 共 に 合 成 樹 脂 製 で あ り 、 電 気 絶 縁 性 で あ る 。 プ リ ン ト 回 路 基 板 に は 他 の 電 子 部
品 も 実 装 し て あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 電 源 ボ タ ン １ は 、 フ ロ ン ト パ ネ ル ２ の 開 口 ２ ａ に 嵌 合 し て お り 、 操 作 者 が 手 の 指 先 で 電
源 ボ タ ン １ を 押 す と 、 電 源 ボ タ ン １ が Ｘ １ 方 向 に 変 位 し て 、 突 起 部 １ ｂ が 電 源 ス イ ッ チ ４
を 押 し 、 電 源 ス イ ッ チ ４ が 作 動 さ れ る 構 成 で あ る 。 電 源 ボ タ ン １ と フ ロ ン ト パ ネ ル ２ の 開
口 ２ ａ と の 間 に は 、 隙 間 ５ が 極 く 狭 い も の で あ る け れ ど も 必 ず 存 在 す る 。 図 示 の 便 宜 上 、
隙 間 ５ は 誇 張 し て 広 く 示 し て あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 例 え ば 操 作 者 が 過 度 に 帯 電 し て い る 場 合 に は 、 操 作 者 が 手 の 指 先 で 電 源 ボ タ ン １ を 押 す
操 作 を 行 っ た と き に 、 場 合 に よ っ て は 、 隙 間 ５ を 通 っ て 、 操 作 者 が 手 の 指 先 と プ リ ン ト 回
路 基 板 ３ と の 間 で 放 電 が 起 き て 、 電 源 ス イ ッ チ ４ を 痛 め て し ま う こ と が あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 そ こ で 、 従 来 は 、 電 源 ボ タ ン １ の フ ラ ン ジ 部 １ ａ が 所 定 の 幅 Ｗ １ を 有 す る 構 成 と す る こ
と に よ っ て 、 開 口 ２ ａ か ら 電 源 ボ タ ン １ の 周 面 を 辿 っ て フ ラ ン ジ 部 １ ａ の 端 に ま で 至 る 経
路 を Ｌ 字 形 状 と し 、 経 路 の 距 離 Ｌ １ を 稼 い で 、 静 電 耐 圧 を 高 く し て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 従 来 の 静 電 気 放 電 対 策 構 造 は 、 ESD(electrostatic discharge)試 験 を 行 っ た と こ ろ 、 静
電 耐 圧 は 約 １ ５ ｋ Ｖ で あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 近 年 で は 電 子 機 器 の 信 頼 性 の 向 上 の た め に 、 静 電 耐 圧 を 更 に 高 め る 要 求 が あ る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ０ － ３ ２ ３ ２ ９ ５ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
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【 ０ ０ ０ ８ 】
　 電 源 ボ タ ン １ の フ ラ ン ジ 部 １ ａ の 幅 Ｗ １ を 広 く し て 、 沿 面 距 離 Ｌ １ を 稼 ぐ と 、 静 電 耐 圧
は 更 に 高 く な る 。 し か し 、 電 子 機 器 の 外 形 形 状 か ら し て 、 電 源 ボ タ ン １ の フ ラ ン ジ 部 １ ａ
の 幅 Ｗ １ を 広 く す る 程 度 に は 限 度 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 、 プ リ ン ト 回 路 基 板 ３ に 避 雷 針 の よ う な 部 品 （ 図 示 せ ず ） を 設 け 、 こ の 部 品 に 静 電
気 放 電 が 落 ち る よ う に し て 、 静 電 気 放 電 対 策 構 造 と し た も の も あ る 。 し か し 、 こ の 場 合 に
は 、 部 品 点 数 が 増 え て し ま う 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 そ こ で 、 本 発 明 は 、 上 記 課 題 を 解 決 し た 電 子 機 器 の 静 電 気 放 電 対 策 構 造 を 提 供 す る こ と
を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 は 、 電 気 絶 縁 性 で あ る パ ネ ル と 、 電 気 絶 縁 性 で あ り 、 前 記 パ ネ ル の 開 口 に 嵌 合 し
て あ る 操 作 部 材 と を 有 す る 電 子 機 器 に お い て 、
　 前 記 操 作 部 材 は 、 操 作 部 本 体 と 、 該 操 作 部 本 体 よ り 張 り 出 て い る フ ラ ン ジ 部 と を 有 し 、
且 つ 前 記 フ ラ ン ジ 部 の う ち 前 記 パ ネ ル に 対 向 す る 面 に 、 操 作 部 本 体 の 周 囲 に 沿 う 溝 部 が 形
成 し て あ り 、
　 前 記 パ ネ ル は 、 そ の 裏 面 に 、 前 記 開 口 の 縁 に 沿 う 囲 い リ ブ 部 を 有 し 、
　 前 記 操 作 部 材 は 、 そ の 操 作 部 本 体 が 前 記 パ ネ ル の 囲 い リ ブ 部 の 内 側 に 嵌 合 し て お り 、 且
つ 、 そ の 溝 部 が 前 記 パ ネ ル の 囲 い リ ブ 部 に 嵌 合 し て い る 構 成 と し た こ と を 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 フ ラ ン ジ 部 に 溝 部 が 形 成 し て あ り 、 パ ネ ル に 囲 い リ ブ 部 が 形 成 し て あ
り 、 溝 部 が 囲 い リ ブ 部 に 嵌 合 し て い る こ と に よ っ て 、 溝 部 の 内 面 に 沿 う 長 さ が 隙 間 の 長 さ
に 加 算 さ れ 、 静 電 耐 圧 が 上 る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 次 に 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 説 明 す る 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 図 １ は 本 発 明 の 実 施 例 １ に な る 電 子 機 器 の 静 電 気 放 電 対 策 構 造 １ ０ を 示 す 。 図 ２ は フ ロ
ン ト パ ネ ル １ ２ と 電 源 ボ タ ン １ １ と を 分 解 し て 示 す 。 図 ３ は 、 電 源 ボ タ ン １ １ 及 び フ ロ ン
ト パ ネ ル １ ２ の 輪 郭 （ 実 線 で 示 す ） を 図 ６ の 従 来 の 電 源 ボ タ ン １ 及 び フ ロ ン ト パ ネ ル ２ の
輪 郭 （ 二 点 鎖 線 で 示 す ） に 重 ね 合 わ せ て 示 す 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 １ １ は 押 し 操 作 さ れ る 電 源 ボ タ ン 、 １ ２ は フ ロ ン ト パ ネ ル 、 １ ３ は プ リ ン ト 回 路 基 板 、
１ ４ は 電 源 ス イ ッ チ で あ る 。 電 源 ボ タ ン １ １ 及 び フ ロ ン ト パ ネ ル １ ２ は 共 に 合 成 樹 脂 製 で
あ り 、 電 気 絶 縁 性 で あ る 。 プ リ ン ト 回 路 基 板 １ ３ は 、 フ ロ ン ト パ ネ ル １ ２ の 裏 面 側 に フ ロ
ン ト パ ネ ル １ ２ に 接 近 し て 配 置 し て あ る 。 電 源 ス イ ッ チ １ ４ は 、 プ リ ン ト 回 路 基 板 １ ３ に
実 装 し て あ り 、 電 源 ボ タ ン １ １ の 裏 側 に 位 置 し て い る 。 Ｘ １ は 電 源 ス イ ッ チ １ ４ を 押 す 方
向 で あ る 。 プ リ ン ト 回 路 基 板 １ ３ と フ ロ ン ト パ ネ ル １ ２ と の 間 の 距 離 Ｑ は 従 来 と 同 じ で あ
る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 電 源 ボ タ ン １ １ は 、 フ ロ ン ト パ ネ ル １ ２ の 開 口 １ ２ ａ に 嵌 合 し て お り 、 操 作 者 が 手 の 指
先 で 電 源 ボ タ ン １ １ を 押 す と 、 電 源 ボ タ ン １ が Ｘ １ 方 向 に 変 位 し て 、 電 源 ス イ ッ チ １ ４ を
押 し 、 電 源 ス イ ッ チ １ ４ が 作 動 さ れ る 。 電 源 ボ タ ン １ １ と フ ロ ン ト パ ネ ル １ ２ の 開 口 １ ２
ａ と の 間 に は 、 僅 か の 隙 間 １ ５ が 必 ず 存 在 す る 。 図 示 の 便 宜 上 、 隙 間 １ ５ は 誇 張 し て 広 く
示 し て あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】

10

20

30

40

50

(3) JP 2007-299587 A 2007.11.15



　 電 源 ボ タ ン １ １ は 、 Ｘ ２ 側 か ら 見 て 四 角 形 状 で あ り 、 略 四 角 柱 形 状 の 電 源 ボ タ ン 本 体 １
１ ａ と 、 こ の 電 源 ボ タ ン 本 体 １ １ ａ の Ｘ １ 端 よ り 周 囲 に 張 り 出 た 四 角 の 帯 形 状 の フ ラ ン ジ
部 １ １ ｂ と を 有 し 、 こ の フ ラ ン ジ 部 １ １ ｂ の Ｘ ２ 側 に 電 源 ボ タ ン 本 体 １ １ ａ の 周 面 に 沿 う
溝 部 １ １ ｃ が 形 成 し て あ る 形 状 で あ る 。 上 記 フ ラ ン ジ 部 １ １ ｂ の 厚 さ ｔ １ は 従 来 の 電 源 ボ
タ ン １ の フ ラ ン ジ 部 １ ａ と 突 起 部 １ ｂ （ 図 ６ 参 照 ） と を 合 わ せ た 厚 さ で あ る 。 張 り 出 し 幅
Ｗ １ は 、 従 来 の 電 源 ボ タ ン １ の フ ラ ン ジ 部 １ ａ の 幅 と 同 じ で あ る 。 １ １ ｄ は 外 側 壁 部 で あ
り 、 フ ラ ン ジ 部 １ １ ｂ の 周 囲 の 部 分 で あ り 、 溝 部 １ １ ｃ の 外 側 を 形 成 し て お り 、 枠 形 状 で
あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ま た 、 フ ラ ン ジ 部 １ １ ｂ よ り 一 対 の 板 ば ね 部 １ １ ｅ が 延 び て お り 、 各 板 ば ね 部 １ １ ｅ は
取 り 付 け 部 １ １ ｆ に つ な が っ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 フ ロ ン ト パ ネ ル １ ２ は 、 そ の 開 口 １ ２ ａ の 縁 に 沿 っ て 、 Ｘ １ 方 向 に 突 き 出 た 、 四 角 枠 形
状 の 囲 い リ ブ 部 １ ２ ｂ を 有 す る 形 状 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 電 源 ボ タ ン １ １ の 溝 部 １ １ ｃ と 、 フ ロ ン ト パ ネ ル １ ２ の 囲 い リ ブ 部 １ ２ ｂ と は 、 嵌 合 し
合 う 関 係 に あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 こ の 電 源 ボ タ ン １ １ は 、 取 り 付 け 部 １ １ ｆ を フ ロ ン ト パ ネ ル １ ２ の 裏 面 に 固 定 さ れ て 取
り 付 け て あ り 、 図 １ に 示 す よ う に 、 そ の 電 源 ボ タ ン 本 体 １ １ ａ が 開 口 １ ２ ａ 及 び 囲 い リ ブ
部 １ ２ ｂ の 内 側 に 嵌 合 し 、 且 つ 、 電 源 ボ タ ン １ １ の 溝 部 １ １ ｃ が フ ロ ン ト パ ネ ル １ ２ の 囲
い リ ブ 部 １ ２ ｂ と 嵌 合 し て 、 即 ち 、 フ ロ ン ト パ ネ ル １ ２ の 囲 い リ ブ 部 １ ２ ｂ が 電 源 ボ タ ン
１ １ の 溝 部 １ １ ｃ に 入 り 込 ん だ 状 態 で 、 フ ロ ン ト パ ネ ル １ ２ の 裏 面 側 に 配 置 し て あ る 。 電
源 ボ タ ン １ １ は 、 こ れ と 一 体 の 板 ば ね 部 １ １ ｅ に よ っ て Ｘ ２ 方 向 に 付 勢 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 こ こ で 、 図 １ 中 、 拡 大 し て 示 す 図 を 参 照 し て 、 前 記 の 隙 間 １ ５ の 経 路 に つ い て 見 て み る
。 隙 間 １ ５ は 、 開 口 １ ２ ａ の 縁 を 起 点 Ａ １ と し て 、 Ｘ １ 方 向 に 、 溝 部 １ １ ｄ の 底 の 点 Ａ ２
ま で 延 在 し 、 こ の 点 Ａ ２ で 向 き を Ｘ ２ 方 向 に 代 え て 、 外 側 壁 部 １ １ ｄ と 囲 い リ ブ 部 １ ２ ｂ
と の 間 を Ｘ ２ 方 向 に 延 在 し て 、 外 側 壁 部 １ １ ｄ の 上 端 の 点 Ａ ３ で 終 わ る 。 こ の 隙 間 １ ５ は
、 Ｌ 字 形 状 で は な く て 、 略 Ｕ 字 形 状 で あ り 、 距 離 Ｌ ２ を 有 す る 。 フ ロ ン ト パ ネ ル １ ２ の 囲
い リ ブ 部 １ ２ ｂ が 電 源 ボ タ ン １ １ の 溝 部 １ １ ｃ に 入 り 込 ん で い る た め 、 電 源 ボ タ ン １ １ の
上 記 の 溝 部 １ １ ｃ の 内 面 に 沿 う 部 分 が 沿 面 距 離 に 含 ま れ る こ と に な る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 こ れ に よ っ て 、 電 子 機 器 の 静 電 気 放 電 対 策 構 造 １ ０ は 、 電 源 ボ タ ン １ １ の Ｘ ２ 方 向 か ら
見 た 場 合 の サ イ ズ を 特 別 に 大 き く す る こ と な く 、 上 記 の 隙 間 １ ５ の 距 離 Ｌ ２ は 従 来 の 距 離
Ｌ １ に 比 較 し て 長 く な る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 ESD試 験 を 行 っ た と こ ろ 、 静 電 耐 圧 は 従 来 よ り も ５ ｋ Ｖ も 高 く な っ て 約 ２ ０ ｋ Ｖ で あ っ
た 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 よ っ て 、 電 子 機 器 の 静 電 気 放 電 対 策 構 造 １ ０ に よ れ ば 、 電 源 ボ タ ン １ １ の サ イ ズ を 特 別
に 大 き く す る こ と な く 、 し か も 、 避 雷 針 の よ う な 特 別 の 部 品 を 設 け る 等 し て プ リ ン ト 回 路
基 板 １ ３ を ア ー ス の 強 化 等 の 特 別 の 改 造 を す る こ と な く し て 、 静 電 耐 圧 を 高 め る こ と が 出
来 る 。
【 実 施 例 ２ 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 図 ４ 及 び 図 ５ は 本 発 明 の 実 施 例 １ に な る 電 子 機 器 の 静 電 気 放 電 対 策 構 造 １ ０ Ａ を 示 す 。
こ の 電 子 機 器 の 静 電 気 放 電 対 策 構 造 １ ０ Ａ は 、 図 １ 及 び 図 ２ に 示 す 前 記 の 電 子 機 器 の 静 電
気 放 電 対 策 構 造 １ ０ と は 、 電 源 ボ タ ン １ １ Ａ の 形 状 が 相 違 す る 。 電 源 ボ タ ン １ １ Ａ は 、 フ
ラ ン ジ 部 １ １ ｂ の 先 端 、 即 ち 、 外 側 壁 部 １ １ ｄ の 先 端 よ り 外 側 に 張 り 出 た 張 り 出 し 部 １ １
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ｇ を 有 す る 。 張 り 出 し 部 １ １ ｇ は 、 フ ロ ン ト パ ネ ル １ ２ の 裏 面 に 対 向 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 よ っ て 、 隙 間 １ ５ Ａ は 、 開 口 １ ２ ａ の 縁 を 起 点 Ａ １ と し て 、 点 Ａ ２ を 経 由 し て 、 点 Ａ ３
に 至 っ た 後 、 更 に 延 び て 、 張 り 出 し 部 １ １ ｇ の 端 の 点 Ａ ４ で 終 わ る 。 こ の 隙 間 １ ５ Ａ の 距
離 Ｌ ３ は 上 記 の 実 施 例 １ の 電 子 機 器 の 静 電 気 放 電 対 策 構 造 １ ０ の 隙 間 １ ５ の 距 離 Ｌ ２ に 比
較 し て 長 く な る 。 よ っ て 、 電 子 機 器 の 静 電 気 放 電 対 策 構 造 １ ０ Ａ の 静 電 耐 圧 は 、 更 に 高 く
な る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 上 記 の 電 子 機 器 の 静 電 気 放 電 対 策 構 造 １ ０ ， １ ０ Ａ は 、 電 源 ボ タ ン １ １ ， １ １ Ａ 以 外 の
押 し 操 作 ボ タ ン 、 回 す 操 作 ノ ブ 等 の 部 分 に も 同 様 に 適 用 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 特 許 請 求 の 範 囲 に お い て 、 操 作 部 材 は 、 電 源 ボ タ ン １ １ ， １ １ Ａ が 対 応 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 以 上 、 本 発 明 の 好 ま し い 実 施 の 形 態 に つ い て 詳 述 し た が 、 本 発 明 は か か る 特 定 の 実 施 の
形 態 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 特 許 請 求 の 範 囲 内 に 記 載 さ れ た 本 発 明 の 要 旨 の 範 囲 内 に
お い て 、 種 々 の 変 形 ・ 変 更 が 可 能 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ １ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 例 １ に な る 電 子 機 器 の 静 電 気 放 電 対 策 構 造 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ 中 、 フ ロ ン ト パ ネ ル と 電 源 ボ タ ン と を 分 解 し て 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 １ 中 の 電 源 ボ タ ン 及 び フ ロ ン ト パ ネ ル の 輪 郭 を 図 ６ 中 の 電 源 ボ タ ン 及 び フ ロ ン
ト パ ネ ル の 輪 郭 に 重 ね 合 わ せ て 示 す 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 実 施 例 ２ に な る 電 子 機 器 の 静 電 気 放 電 対 策 構 造 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ４ 中 、 フ ロ ン ト パ ネ ル と 電 源 ボ タ ン と を 分 解 し て 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 従 来 の 電 子 機 器 の 電 源 ボ タ ン の 付 近 の 構 造 を 示 す 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 １ ０ 、 １ ０ Ａ 　 電 子 機 器 の 静 電 気 放 電 対 策 構 造
　 １ １ 、 １ １ Ａ 　 電 源 ボ タ ン
　 １ １ ａ 　 電 源 ボ タ ン 本 体
　 １ １ ｂ 　 フ ラ ン ジ 部
　 １ １ ｃ 　 溝 部
　 １ １ ｄ 　 外 側 壁 部
　 １ １ ｇ 　 張 り 出 し 部
　 １ ２ 　 フ ロ ン ト パ ネ ル
　 １ ２ ａ 　 開 口
　 １ ２ ｂ 　 囲 い リ ブ 部
　 １ ３ 　 プ リ ン ト 回 路 基 板
　 １ ４ 　 電 源 ス イ ッ チ
　 １ ５ ， １ ５ Ａ 　 隙 間
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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